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1. 目的 

a) 自動湯張り機能付きの補助加熱装置の場合，機器から温水が入水したときの浴槽内温度

を確認する。 

b) 補助加熱装置を経由した給湯栓からの給湯温度を確認する。 

 

2. 適用範囲 

給湯単独及び自動湯張り機能を持つ補助加熱装置までを含めた太陽熱温水器，ソーラーシ

ステム，また補助加熱装置一体形蓄熱槽を含む。 

 

3. 概要 

a) 蓄熱槽内に 65℃±5℃の温水を満たした状態で，補助加熱装置の自動湯張り運転（設定

温度 40℃）を行い，終了後の浴槽内の温度を測定する。 

b) 蓄熱槽内に 65℃±5℃の温水を満たした状態で，補助加熱装置（給湯設定温度 40℃）を

経由して給湯栓からの給湯温度を測定する。 

 

4. 試験方法 

a) 蓄熱槽内に 65℃±5℃の温水を満たした状態で，補助加熱装置の自動湯張り運転を行な

う。 

蓄熱槽，補助加熱装置，浴槽間の配管長さは，各々5m 以内とする。 

蓄熱槽または湯水混合装置への入水温度は 10℃～25℃とする。 

設定温度を 40℃として自動湯張り運転を行い，終了直後の浴槽内中央部の温度を測定する。 

 

b) 蓄熱槽内に 65℃±5℃の温水を満たした状態で，補助加熱装置を経由して給湯栓から給

湯を行なう。補助加熱装置は，前記の自動湯張機能付きと同じとしても良い。 

蓄熱槽，補助加熱装置，給湯栓間の配管長さは，各々5m 以内とする。 

蓄熱槽または湯水混合装置への入水温度は 10℃～25℃とする。 

補助加熱装置の設定温度を 40℃として 10L/分±2L/分の給湯流量で，10 分間給湯し給湯栓

出口温度を測定する。 

湯水混合装置 

蓄熱槽 
（槽内 65℃±

5℃） 

浴槽 

自動湯張り機能付き補助加熱装置 

5m 以内 5m 以内 
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5. 要求性能 

a) 湯張り運転中，沸騰水が浴槽に流入又は，機器の停止等の異常動作があってはならない。 

湯張り運転終了直後の浴槽内中央部の温度が 40℃±3℃であること。 

b) 給湯開始から 10 分間に出湯水が沸騰，60℃以上の温水が 1 秒以上継続，又は機器の停

止等の異常動作があってはならない。 

給湯中の給湯栓平均出口温度が 40℃±3℃であること。 

 

 

  

湯水混合装置 

蓄熱槽 
（槽内 65℃±

5℃） 

給湯栓
浴槽 

補助加熱装置 

5m 以内 5m 以内 
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改定履歴 

・ 2017 年 7 月 28 日 フォーマットの改定 

 

 

 

解説 

 この解説は，本文に規定した事柄，並びにこれに関連した事柄を説明するもので，基準

の一部ではない。 

 この基準は「優良ソーラーシステム認証制度」の制度検討に合わせて，2013 年 2 月 26 日

に制定した。 
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